
目

次

告

示

○
喀
痰
吸
引
等
業
務
の
登
録
qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq（
高
齢
福
祉

保

険

課
）
…
一

○
特
定
行
為
業
務
を
行
う
必
要
が
な
く
な
っ
た
旨
の
届
出
qqqqqqqqqqqqqqq（

同

）
…
一

○
国
土
調
査
の
指
定
qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq（
農
村
整
備
課
）
…
一

○
土
地
収
用
法
に
よ
る
事
業
の
認
定
qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq（
監

理

課
）
…
二

告

示

青
森
県
告
示
第
四
百
五
十
四
号

社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
（
昭
和
六
十
二
年
法
律
第
三
十
号
）
第
四
十
八
条
の
三
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
喀
痰
吸
引
等
業
務
の
登
録
を
し
た
の
で
、
同
法
第
四
十
八
条
の
八
第

一
号
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

令
和
五
年
七
月
十
八
日

青
森
県
知
事

宮

下

宗
一
郎

登

録

番

号
登

録

年
月
日
氏
名
又
は

名

称
住

所

事

業

所

業
務
開
始

予

定

年
月
日
備

考

名

称
所
在
地

〇二一五〇〇

一六七

令
和四･
六･二八
津
軽
保
健

生
活
協
同

組
合

弘
前
市
大

字
野
田
二

丁
目
二
の

一

健
生
訪
問

看
護
ス

テ
ー
シ
ョ

ン
た
ま
ち

ナ
ー
シ

ン
グ
ホ
ー

ム
た
ま
ち

弘
前
市
大

字
向
外
瀬

字
豊
田
二

九
二
の
一
令
和四･
六･二八
看
護
小
規

模
多
機
能

型
居
宅
介

護

青
森
県
告
示
第
四
百
五
十
五
号

社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
（
昭
和
六
十
二
年
法
律
第
三
十
号
）
附
則
第
二
十
七
条
第
二
項

に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
四
十
八
条
の
六
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
登
録
特
定
行
為
事
業
者

か
ら
特
定
行
為
業
務
を
行
う
必
要
が
な
く
な
っ
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
附
則
第
二
十
七

条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
四
十
八
条
の
八
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

令
和
五
年
七
月
十
八
日

青
森
県
知
事

宮

下

宗
一
郎

登

録

番

号
氏
名
又
は

名

称
住

所

事

業

所

登
録
失
効

年
月
日
備

考

名

称
所

在

地

〇二一〇〇一

一五二

八
戸
医
療
生

活
協
同
組
合
八
戸
市
類
家

五
丁
目
三
八

の
二
〇

生
協
ヘ
ル

パ
ー
ス
テ
ー

シ
ョ
ン

八
戸
市
類
家

五
丁
目
三
八

の
二
〇

令
和四･
六･
一
訪
問
介
護

〇二一〇〇一

一五六

津
軽
保
健
生

活
協
同
組
合
弘
前
市
大
字

野
田
二
丁
目

二
の
一

健
生
介
護
セ

ン
タ
ー
虹

弘
前
市
大
字

向
外
瀬
字
豊

田
二
九
二
の

一

四･
六･二八
認
知
症
対
応

型
共
同
生
活

介
護

青
森
県
告
示
第
四
百
五
十
六
号

国
土
調
査
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
五
年

七
月
十
一
日
次
の
地
籍
調
査
を
国
土
調
査
と
し
て
指
定
し
た
の
で
、
同
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
公

示
す
る
。

青
森
県
報
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第
六
百
三
十
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号
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和
五
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十
八
日
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火
曜
日
）



令
和
五
年
七
月
十
八
日

青
森
県
知
事

宮

下

宗
一
郎

調
査
を
行
う

者
の
名
称

調

査

地

域

調
査
期
間

青

森

市

中
佃
二
丁
目
の
一
部
、
中
佃
三
丁
目
の
一
部

令
和
五
年
七
月
十

一
日
か
ら
令
和
六

年
三
月
三
十
一
日

ま
で

平

川

市

猿
賀
浅
井
の
一
部
、
猿
賀
池
上
の
一
部
、
猿
賀
石
林
の

一
部
、
猿
賀
遠
林
の
一
部
、
猿
賀
平
塚
の
一
部

令
和
五
年
七
月
十

一
日
か
ら
令
和
六

年
九
月
三
十
日
ま

で

青
森
県
告
示
第
四
百
五
十
七
号

土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
条
の
規

定
に
よ
り
事
業
の
認
定
を
し
た
の
で
、
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
告
示
す

る
。

令
和
五
年
七
月
十
八
日

青
森
県
知
事

宮

下

宗
一
郎

一

起
業
者
の
名
称

三
戸
町

二

事
業
の
種
類

（
仮
称
）
ま
ち
な
か
第
一
団
地
整
備
事
業

三

起
業
地

１

収
用
の
部
分

青
森
県
三
戸
郡
三
戸
町
大
字
川
守
田
字
沖
中
地
内

２

使
用
の
部
分

な
し

四

事
業
の
認
定
を
し
た
理
由

申
請
に
係
る
事
業
（
以
下
「
本
件
事
業
」
と
い
う
。
）
は
、
次
の
と
お
り
、
法
第
二
十
条
各
号

の
要
件
を
全
て
充
足
す
る
と
認
め
ら
れ
る
た
め
、
事
業
の
認
定
を
し
た
も
の
で
あ
る
。

１

法
第
二
十
条
第
一
号
の
要
件

本
件
事
業
は
、
起
業
者
が
、
三
戸
都
市
計
画
区
域
の
第
一
種
住
居
地
域
及
び
第
二
種
住
居
地

域
に
お
い
て
、
町
営
住
宅
四
十
戸
及
び
地
域
優
良
賃
貸
住
宅
（
子
育
て
世
帯
向
け
住
宅
）
十
戸

の
合
計
五
十
戸
の
団
地
で
あ
る
（
仮
称
）
ま
ち
な
か
第
一
団
地
を
整
備
す
る
事
業
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
法
第
三
条
第
三
十
号
に
掲
げ
る
事
業
に
関
す
る
も
の
に
該
当
す
る
。

よ
っ
て
、
本
件
事
業
は
、
法
第
二
十
条
第
一
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
認
め
ら
れ
る
。

２

法
第
二
十
条
第
二
号
の
要
件

起
業
者
は
、
公
営
住
宅
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
九
十
三
号
）
第
二
条
第
十
六
号
に
規

定
す
る
事
業
主
体
及
び
地
域
優
良
賃
貸
住
宅
制
度
要
綱
（
平
成
十
九
年
三
月
二
十
八
日
付
け
国

住
備
第
百
六
十
号
）
第
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
事
業
主
体
と
し
て
、
三
戸
町
公
営
住
宅
等
長

寿
命
化
計
画
に
基
づ
き
、
本
件
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
本
件
事
業
に
必
要
な
予
算
に
つ
い
て
は
、
既
に
三
戸
町
議
会
に
お
い
て
予
算
案
が
可

決
さ
れ
て
お
り
、
本
件
事
業
を
施
行
す
る
た
め
の
予
算
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
。

よ
っ
て
、
起
業
者
は
、
本
件
事
業
を
遂
行
す
る
充
分
な
意
思
と
能
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ

る
。し

た
が
っ
て
、
法
第
二
十
条
第
二
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
認
め
ら
れ
る
。

３

法
第
二
十
条
第
三
号
の
要
件

㈠

得
ら
れ
る
公
共
の
利
益

起
業
者
が
管
理
す
る
町
営
住
宅
は
、
昭
和
三
十
年
度
か
ら
四
十
五
年
度
ま
で
に
建
設
さ
れ

た
一
七
五
戸
、
平
成
十
一
年
度
及
び
十
二
年
度
に
建
設
さ
れ
た
冷
水
団
地
十
四
戸
及
び
平
成

十
四
年
度
に
建
設
さ
れ
た
西
松
原
第
三
団
地
十
二
戸
の
合
計
二
〇
一
戸
と
な
っ
て
い
る
。
起

業
者
は
、
西
松
原
第
三
団
地
を
建
設
し
て
以
来
財
政
難
か
ら
建
替
え
を
実
施
で
き
て
お
ら

ず
、
老
朽
化
し
た
住
宅
の
解
体
及
び
破
損
箇
所
や
不
具
合
等
の
修
繕
の
対
応
に
追
わ
れ
て
お

り
、
早
急
な
整
備
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
を
受
け
、
起
業
者
で
は
、
三
戸
町
公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
を
改
定
し
、
傾
斜
地

に
立
地
し
、
か
つ
、
昭
和
三
十
年
度
か
ら
四
十
五
年
度
ま
で
に
建
設
さ
れ
た
木
造
及
び
簡
易

耐
火
構
造
の
八
団
地
、
一
七
三
戸
に
つ
い
て
、
集
約
に
よ
る
コ
ン
パ
ク
ト
化
、
傾
斜
地
か
ら

平
地
へ
の
移
転
に
よ
る
入
居
者
の
負
担
軽
減
、
世
代
の
多
様
化
・
定
住
化
等
に
資
す
る
よ

う
、
（
仮
称
）
ま
ち
な
か
第
一
団
地
と
し
て
町
営
住
宅
四
十
戸
及
び
地
域
優
良
賃
貸
住
宅

（
子
育
て
世
帯
向
け
住
宅
）
十
戸
の
合
計
五
十
戸
を
新
規
整
備
す
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ

る
。
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本
件
事
業
が
完
成
す
れ
ば
、
青
森
県
住
生
活
基
本
計
画
の
基
本
的
施
策
の
目
標
一
の
成
果

指
標
「
子
育
て
世
帯
（
十
八
歳
未
満
が
含
ま
れ
る
世
帯
）
に
お
け
る
誘
導
居
住
面
積
水
準
達

成
率
」
及
び
目
標
二
の
成
果
指
標
「
最
低
居
住
面
積
水
準
未
満
を
早
期
に
解
消
」
を
達
成
す

る
見
込
み
で
あ
り
、
住
民
の
生
活
利
便
性
が
向
上
し
、
住
民
福
祉
の
向
上
が
図
ら
れ
る
も
の

で
あ
る
。

㈡

失
わ
れ
る
利
益

本
件
事
業
は
、
環
境
影
響
評
価
法
（
平
成
九
年
法
律
第
八
十
一
号
）
及
び
青
森
県
環
境
影

響
評
価
条
例
（
平
成
十
一
年
十
二
月
青
森
県
条
例
第
五
十
六
号
）
に
よ
る
環
境
影
響
評
価
を

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
業
に
は
該
当
し
な
い
も
の
で
あ
る
。

そ
の
上
で
、
工
事
の
施
行
に
当
た
っ
て
は
低
騒
音
型
・
排
出
ガ
ス
対
策
型
の
重
機
を
使
用

し
、
騒
音
規
制
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
九
十
八
号
）
及
び
振
動
規
制
法
（
昭
和
五
十
一

年
法
律
第
六
十
四
号
）
な
ど
の
関
係
法
令
を
遵
守
し
、
生
活
環
境
に
与
え
る
影
響
に
配
慮
す

る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
青
森
県
自
然
環
境
情
報
図
（
平
成
七
年
環
境
庁
）
に
よ
る
と
、
起
業
地
内
に
は
、

絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動
植
物
の
種
の
保
存
に
関
す
る
法
律
（
平
成
四
年
法
律
第
七
十

五
号
）
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
希
少
野
生
動
植
物
種
は
、
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
。

加
え
て
、
起
業
者
が
青
森
県
遺
跡
地
図
（
令
和
四
年
六
月
二
十
日
現
在
）
に
よ
り
起
業
地

周
辺
の
埋
蔵
文
化
財
の
有
無
を
確
認
し
、
三
戸
町
教
育
委
員
会
と
協
議
を
行
っ
た
結
果
、
起

業
地
周
辺
は
、
文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
の
周
知
の
埋
蔵
文

化
財
包
蔵
地
で
は
な
か
っ
た
。

㈢

起
業
地
選
定
の
合
理
性

起
業
者
は
、
起
業
地
の
選
定
に
当
た
っ
て
は
、
第
一
案
（
起
業
地
）
、
第
二
案
及
び
第
三

案
の
三
つ
の
候
補
地
を
検
討
し
て
い
る
。

第
一
案
の
候
補
地
は
、
支
障
と
な
る
物
件
と
し
て
住
家
一
棟
と
非
住
家
五
棟
が
あ
り
、
買

収
費
用
及
び
移
転
補
償
費
が
必
要
と
な
る
も
の
の
、
周
辺
に
は
商
業
施
設
や
三
戸
中
央
病
院

に
近
く
、
路
線
バ
ス
及
び
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
停
留
所
か
ら
の
距
離
も
六
十
メ
ー
ト
ル
と

な
っ
て
お
り
、
生
活
利
便
性
が
確
保
さ
れ
て
い
る
。
当
該
候
補
地
に
隣
接
し
て
生
活
基
盤
施

設
（
電
気
、
水
道
、
下
水
道
、
通
信
）
は
既
に
整
備
が
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
当

該
候
補
地
内
へ
の
引
き
込
み
も
容
易
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
当
該
候
補
地
は
、
想
定
最
大
規
模
に
お
け
る
洪
水
浸
水
想
定
区
域
で
、
浸
水
し
た

場
合
に
想
定
さ
れ
る
水
深
は
〇
・
五
か
ら
三
・
〇
メ
ー
ト
ル
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
、
周
辺

の
住
宅
に
配
慮
し
た
地
盤
の
高
さ
と
す
る
た
め
に
は
一
メ
ー
ト
ル
程
度
の
盛
土
が
必
要
で
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
当
該
候
補
地
は
隣
接
す
る
河
川
に
比
し
て
五
メ
ー
ト
ル
高
い
と
こ
ろ

に
位
置
し
て
お
り
、
当
該
候
補
地
の
北
側
は
洪
水
浸
水
想
定
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
な
い
た

め
安
全
に
避
難
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
上
で
、
当
該
候
補
地
と
し
た
場
合
の
全
体
事
業
費
は
、
第
二
案
及
び
第
三
案
に
比
し

て
最
も
経
済
的
に
有
利
と
な
っ
て
い
る
。

第
二
案
の
候
補
地
に
つ
い
て
は
、
路
線
バ
ス
及
び
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
停
留
所
か
ら
の

距
離
は
二
百
四
十
メ
ー
ト
ル
で
は
あ
る
も
の
の
、
三
戸
中
央
病
院
ま
で
の
距
離
は
遠
く
な
っ

て
お
り
、
生
活
利
便
性
は
第
一
案
の
候
補
地
に
劣
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
生
活
基
盤
施
設

の
う
ち
、
下
水
道
は
整
備
が
さ
れ
て
い
な
い
。

加
え
て
、
用
地
は
全
て
買
収
す
る
必
要
が
あ
り
、
約
八
割
が
宅
地
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
用
地
購
入
費
が
高
額
と
な
る
な
ど
全
体
事
業
費
も
第
一
案
の
候
補
地
に
比
し
て
経
済
的
に

劣
る
も
の
で
あ
る
。

第
三
案
の
候
補
地
に
つ
い
て
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
停
留
所
か
ら
の
距
離
は
六
十

メ
ー
ト
ル
で
は
あ
る
も
の
の
路
線
バ
ス
は
通
っ
て
お
ら
ず
、
三
戸
中
央
病
院
ま
で
の
距
離
は

遠
く
な
っ
て
お
り
、
生
活
利
便
性
は
第
一
案
の
候
補
地
に
劣
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
生
活

基
盤
施
設
の
う
ち
、
下
水
道
は
整
備
が
さ
れ
て
い
な
い
。

加
え
て
、
当
該
候
補
地
の
半
分
以
上
が
道
路
か
ら
一
メ
ー
ト
ル
程
度
低
い
畑
で
あ
り
、
盛

り
土
が
必
要
で
あ
る
な
ど
全
体
事
業
費
も
第
一
案
の
候
補
地
に
比
し
て
経
済
的
に
劣
る
も
の

で
あ
る
。

よ
っ
て
、
第
一
案
の
候
補
地
が
社
会
的
条
件
、
経
済
的
条
件
に
優
れ
て
い
る
も
の
と
認
め

ら
れ
る
。

㈣

法
第
二
十
条
第
三
号
の
要
件
該
当
性

㈠
の
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益
と
㈡
の
失
わ
れ
る
利
益
と
を
比
較
す
る
と
、
本
件
事
業
の
施

行
に
よ
り
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益
は
失
わ
れ
る
利
益
に
優
越
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
ま

た
、
㈢
の
と
お
り
当
該
候
補
地
を
起
業
地
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
も
合
理
性
が
認
め
ら
れ

る
。よ

っ
て
、
本
件
事
業
は
、
土
地
の
適
正
か
つ
合
理
的
な
利
用
に
寄
与
す
る
も
の
と
判
断
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
法
第
二
十
条
第
三
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
認
め
ら
れ
る
。

４

法
第
二
十
条
第
四
号
の
要
件

本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
、
青
森
県
住
生
活
基
本
計
画
の
成
果
指
標
が
二
項
目
達
成
す
る
見

込
み
で
あ
り
、
入
居
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
町
営
住
宅
の
建
設
に
よ
り
住
民
福
祉
の
向
上
が
図

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
件
事
業
を
早
期
に
施
行
す
る
必
要
性
は
高
い
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
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本
件
事
業
地
の
範
囲
は
、
本
件
事
業
の
事
業
計
画
に
必
要
な
範
囲
で
あ
り
、
ま
た
、
一
時
的

利
用
に
供
さ
れ
る
も
の
は
存
し
な
い
た
め
、
使
用
の
手
段
に
は
な
じ
ま
な
い
こ
と
か
ら
、
収
用

の
手
段
を
講
じ
る
こ
と
も
合
理
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

よ
っ
て
、
本
件
事
業
は
、
土
地
を
収
用
す
る
公
益
上
の
必
要
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
法
第
二
十
条
第
四
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
認
め
ら
れ
る
。

五

法
第
二
十
六
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
図
面
の
縦
覧
場
所

三
戸
町
役
場
建
設
課
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